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岐阜県教育委員会         
社会教育文化課長     

 
「岐阜～ふるさとを学ぶ日」における博物館施設の協賛について 

 
 残暑の候、貴職におかれましては、益々御健勝のこととお喜び申しあげます。また、
日頃より本県の社会教育並びに文化振興に御支援、御尽力を賜り誠にありがとうござ
います。 
  さて、岐阜県教育委員会では、１１月３日（文化の日）を「岐阜～ふるさとを学ぶ
日」として、郷土の文化・歴史・自然に親しむ機会を増やすことで、県民の皆様に岐
阜県に誇りと愛着をもっていただくよう取り組んでいます。また、文部科学省からも
１１月１日～７日の一週間を「教育・文化週間」として、教育・文化への関心・理解
を深める行事や特別展の開催、施設の無料公開等の措置について要請されているとこ
ろです。 
 つきましては、上記の趣旨を御理解賜り、地域の文化振興、岐阜県の博物館活動の
活性化のために、貴館におかれましても下記のような御協力が可能かどうか、御検討
いただきますようお願いします。 
  御協力いただけます場合には、別紙様式にその内容について御記入いただき、ＦＡ
Ｘまたはメールにて８月２６日（水）までに御提出くださいますようお願いします。
県で取りまとめのうえ、１０月上旬頃に、「文化の日における協賛博物館施設」とし
て、記者発表（記者クラブへの資料提供）するとともに、チラシに掲載して関係機関、
各学校等へ配布する予定です。 
 

記 
 
  「岐阜～ふるさとを学ぶ日」における取組の例 
 
    １  各地域の文化・伝統、各施設の沿革にかかわる催し物等の実施 
            （例）・親子鑑賞教室 

・講演会  
・ワークショップ  

 
        ２  入館料・観覧料等の減額または無料化、入館特典 
 
       ※上記及び別添(Ｈ２６年度のチラシ)を御参照いただき、可能な範囲内で 
     御協力くださいますと幸いです。 
 
                                                   

岐阜県教育委員会社会教育文化課 教育文化係 

係 長 吉 田 担当者 梅 田 

電 話：０５８－２７２－８７５６ 直通  
ＦＡＸ：０５８－２７８－２８２４ 
E-mail : umeda-mio@pref.gifu.lg.jp 

 







ＦＡＸ送信票 （ＦＡＸ０５８－２７８－２８２４） 岐阜県教育委員会　社会教育文化課　担当　梅田　宛

（メール：umeda-mio@pref.gifu.lg.jp）

「岐阜～ふるさとを学ぶ日」における博物館施設の協賛について

地区 施設名 よみがな 所在地（電話番号） 〒番号 FAX番号 期間・入場料など 館の紹介、期間中の展覧会、協賛企画等

記入例

東濃

岐阜県現代陶芸
美術館

ぎふけんげんだい
とうげいびじゅつか
ん

多治見市東町４－２－５
（０５７２－２８－３１００）

〔全角数字〕

〒５０７－０８０１
（チラシには印刷しませ
ん。チラシを郵送する際
に必要ですので、必ず
御記入ください。）

０５７２－２８－３１０１
（チラシには印刷しませ
ん。確認のFAXを送る場
合がありますので、御記
入願います。）

11/3 無料
（通常：一般800円、大
学生600円、高校生以
下無料）
〔半角数字〕

※入力ミスを防ぐため､できるだけメールでの回答にご協力ください。様式については同様の様式を作成していただくか､担当者宛にメールにてご請求ください。
※紙面の都合ですべての情報を掲載できない場合があります。字数や文体などについて昨年のチラシを参考に、簡潔にご記入ください。





 

第５７回（平成２７年度）「教育・文化週間」実施要綱 

 

                                                         文部科学省 

１  名称 

    第５７回（平成２７年度）「教育・文化週間」 

 

２ 趣旨 

「教育・文化週間」（昭和３４年９月４日閣議了解）の趣旨にのっとり、「文化の日」を

中心として、教育・文化に関する諸行事を全国的に実施することによって、教育・文化

に関する国民の理解と関心を深め、もってその充実振興を図るとともに、教育改革への

一層の協力を得ることを目的とする。 

 

３ 期間 

    平成２７年１１月１日（日）から１１月７日（土）まで 

 

４ 諸行事等の実施 

   (1)教育・文化に関する功労者等の表彰 

      文化功労者の顕彰等、教育・文化に関する功績を顕彰する。 

 

  (2)芸術文化に関する行事の実施 

      国内最大の文化・芸術の祭典として、「第７０回文化庁芸術祭」を実施するほか、「第

３０回国民文化祭・かごしま２０１５」を開催する。 

 

(3)生涯学習の振興に関する行事の実施 

   生涯学習を通じた社会づくり･地域づくりを推進するため、「全国生涯学習ネットワー

クフォーラム２０１５（まなびピア 2015）」を福島県で開催する。 

 

   (4)教育・文化施設等における教育・文化関連行事の実施等 

   各地方公共団体及び国公私立の学校、美術館、博物館、研究所等の関係機関等におい

ては、地域に開かれた学校の活動、各種公開講座、この週間にちなんだ特別展、施設の

無料公開等、各地方公共団体及び各機関等の実情に即した各種の教育・文化関連行事を

実施する。 

   なお、行事の実施に当たっては、関係機関・団体の協力を求めて、広く「教育・文化

週間」の趣旨の周知に努めることにより、地域住民がそれらの行事等に積極的に参加す

る意欲を喚起する。 

 

  (5)「教育・文化週間」に関する広報活動の展開等 

      広く国民一般に「教育・文化週間」の趣旨を周知するため、文部科学省ホームページ

等を活用し、各地方公共団体や関係機関・団体が実施する行事の情報を紹介するととも

に、文部科学省メールマガジン・facebook・twitterや各種情報誌等を通じた広報活動

を展開する。 

   また、平成２４年に制定された「古典の日に関する法律」の趣旨（１１月１日を「古

典の日」と定め、国民の間に広く古典についての関心と理解を深めるようにする）の広

報・周知活動を行う。 

 



教育・文化週間について

昭和３４年９月４日

閣 議 了 解

１ 趣 旨

わが国の教育および文化に関し、関係者はもとより、ひろく一般国民の関

心と理解を深めるとともに国民全般の協力を得、もってその充実振興をはか

るため、教育・文化週間を設け、できるかぎりこの週間中に各種の教育・文

化に関する行事を集中的に実施し、目的達成に資するものとする。

２ 期 日

１１月１日から７日まで（１週間）とする。

３ 行 事

文部科学省および各教育委員会が中心となり、関係機関および一般の協力

を得て、たとえば教育・文化に関する資料の作成・公表、教育・文化功労者

の表彰、父兄等の学校等の参観、展覧会、座談会等の開催などこの期間の趣

旨に沿った行事を全国的に実施するものとする。

理 由

わが国の教育および文化に関し、一般国民の関心と理解を深め、その充実

振興に資するため、教育・文化週間を設け、各種の教育・文化に関する行事

を集中的に実施する必要がある。



別紙１ 

教育・文化週間 広報周知御協力のお願い 

 

① 教育・文化週間のサイトへのリンクについて 

広報活動の一環として、教育・文化週間のサイトへのリンクをしていただけますようよろ

しくお願いいたします。 
 また、バナー（サイズ 170×50px）も御用意してありますので、是非御活用ください。 
（詳細は、教育・文化週間のサイト「リンクについて」を御覧ください。） 
※今年度の教育・文化週間の関連行事は、１０月頃に更新する予定です。 

 

② 教育・文化週間ロゴマークの御活用について 

文部科学省では、教育・文化週間ロゴマークを制定しております。中央のキャラクターは、

故・石ノ森章太郎氏がデザインを手がけた、生涯学習のイメージキャラクター「マナビィ」

です。本週間に行われる様々なイベントをきっかけとして、「生涯を通じて学ぶこと」の楽

しさを体験していただければとの意味を込めて、マナビィを用いています。 
ロゴマークは文部科学省ホームページよりダウンロードできますので、教育・文化週間の

イベント等の広報に是非御活用ください。 
 

 

 

 

【教育・文化週間のサイトアドレス】 
（http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/kyoiku-bunka/index.htm） 

 

文部科学省ホームページ「教育・文化週間」 

 

 

ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ先 


